
船舶事故調査報告書 

平成２７年１２月１７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２７年６月７日 １０時１５分ごろ 

発生場所 岡山県瀬戸内市前島南西方沖 

 蓬埼
よもぎさき

灯台から真方位０８６°２,９５０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３６.１′ 東経１３４°１０.２′） 

事故の概要  プレジャーボート吉田
よ し だ

丸Ⅲは、東進中、また、プレジャーボート第

５西
にし

丸は、漂泊中、両船が衝突した。 

 吉田丸Ⅲは、船首部に擦過傷等を生じ、また、第５西丸は、乗船者

２人が負傷し、右舷船尾部に破損等を生じた。 

事故調査の経過 平成２７年７月２７日、調査を担当する主管調査官（広島事務所）を

指名 

原因関係者から意見聴取実施済み 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 吉田丸Ⅲ、５トン未満（長さ８.０５ｍ） 

   ２９１－３２９８１岡山、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 第５西丸、５トン未満（長さ６.３４ｍ） 

   ２６０－２４７１４岡山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ２人（船長Ｂ及び同乗者Ｂ１） 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷、プロペラ翼に曲損 

Ｂ 右舷船尾部に破損及び亀裂等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮流 西流約１ノット、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過  船長Ａは、操縦席で立って操船し、前方で漂泊中のＢ船を認めてい

たものの、右舷中央部付近に置いたクーラーボックス上の上着が風で

船外機付近に飛ばされたのを見て、上着を取りに行くだけなので、す

ぐ操縦席に戻ることができると思い、上着を取りに行った。 

 船長Ｂは、船尾甲板で釣り道具を片付けていた。 

分析  Ａ船は、船長Ａが、前方のＢ船に接近する前に操縦席に戻ることが

できると思って上着を取りに行き、見張りを行っていなかったことか

ら、Ｂ船に衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、船長Ｂが、釣り道具を片付けていて見張りを行っていなか

ったことから、接近するＡ船に気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船の船長Ａ及びＢ船の船長Ｂが共に見張りを行ってい

なかったため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられ



る。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・常時適切な見張りを行うこと。 

 


